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東京における男女別の梅毒届出数 
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梅毒の流行状況（東京都 2015年）  



34 40 55 59 
99 

325 

89 137 
163 253 

251 

292 

19 30 25 34 54 120 

13 14 20 22 16 36 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2010 2011 2012 2013 2014 2015

その他・不明 

性的接触（不明） 

性的接触（同性間） 

性的接触（異性間） 

東京における感染経路別の梅毒届出数 
（男性） 



54 89 109 162 191 
273 

17 
28 

52 60 88 
304 

95 
124 

127 185 207 443 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2010 2011 2012 2013 2014 2015

先天梅毒 

晩期顕性梅毒 

早期顕性梅毒（２期） 

早期顕性梅毒（１期） 

無症候 
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ＨＩＶ診断年 新規ＨＩＶ患者数 TPLA(+) TPLA陽性率(%) 

２００６ 97 42 43.3 

２００７ 98 49 50.0 

２００８ 103 46 44.7 

２００９ 103 52 50.5 

２０１０ 97 35 36.1 

２０１１ 94 31 33.0 

２０１２ 95 33 34.7 

２０１３ 91 42 46.2 

２０１４ 84 31 36.9 

新規ＨＩＶ患者における梅毒TPLA陽性率の推移 
          （都立駒込病院2006～2014年） 



★梅毒はオーラルセックスでも感染する 

梅毒啓発におけるポイント（１） 



梅毒啓発におけるポイント（２） 

★ 梅毒１期の局所病変や、２期の発疹などは、 
   自然に消退してしまう 

★ 梅毒の皮膚・粘膜病変の多くは、 
  痛みを伴わない 



梅毒啓発におけるポイント（３） 

★ パートナーも治療しなければ再感染する 

★ 梅毒は何回でも感染する 

★ 梅毒は症状がなくても感染する 
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